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種別 主な時代 主な遺物

包蔵地 縄文時代 縄文土器

古墳・墓 石器

古墳時代 須恵器

後期後半 土師器

緑泥片岩

鉄製品

その他 陶磁器

集落 縄文時代 縄文土器

石器

要　　約

　人部・峡遺跡では過去8次にわたる調査のうち第１地点および第３地点から古墳時
代後期の円墳周濠が確認されている。本第７地点では墳丘が完全に削平されてい
たが、古墳周濠内から須恵器、土師器や埋葬施設に関連すると考えられる緑泥片
岩の破片が出土した。
　また、周濠の外縁部において土壙墓が2基検出され、第２号土壙墓では古墳時代
後期後半の鉄鏃が推定４点以上副葬されていた。
　本遺跡内にある内間木古墳群の実態を考える上で重要な資料を得ることができ
た。
　行人塚・金子塚下遺跡では過去３次にわたる調査があるが、これまで土器や石器
などの遺物の出土はあるものの、縄文時代に属する遺構は明確なもので第３地点の
集石遺構2基があるのみで検出はそれほど多くはなかった。
　上面を大きく削平されていたものの、本第４地点で縄文時代中期後半を中心とす
る集落跡が検出されたことは、本遺跡の縄文時代の実態を探る上で貴重な資料とな
ると考えられる。

住居跡から加曽利EⅣ式
の埋設土器2基が出土。埋設土器4基

炉穴5基

土坑3基

集石土坑1基

ピット8基

所収遺跡名 主な遺構 特記事項

人部・峡遺跡
第７地点

ピット1基

古墳周濠1基 古墳周濠縁に造られた
土壙墓から鉄鏃が出土。土壙墓2基

溝３条
土坑4基
ピット群

行人塚・金子塚下遺跡
第４地点

住居跡1棟


